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監修のことば 筑波大学教授 田中圭一
はじめに 吉井本郷史編纂委員長 小沢口治一
第一章 古代・中世の吉井本郷
第一節 古代の吉井本郷
吉井郷と吉井本郷
佐為郷と吉井郷
地持院川流域の遺跡
堂の前・城遺跡
羽黒の庄司
吉井本郷の垣内
第二節 中世の吉井本郷
吉井郷地頭藍原氏の入国
吉井城
平城と城
城と古城
安養寺の山城跡
藍原氏の系図
藍原氏の家臣たち
藍原氏の吉井郷支配
藍原氏の滅亡
滅亡の背景
吉井町との関係
第二章 江戸時代の吉井本郷
第一節 吉井本郷村の支配
吉井の新領主
吉井本郷村の慶長検地
慶長検地帳の地字
江戸初期の本郷百性
吉井本郷村の元禄検地
河原田商人の進出
苗字と屋敷地名
新田畑の開発
いばら野開発
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年貢と諸役
年貢の納め方
第二節 農業・手工業と水利慣行
農業－特産品のない村
檜山中の竹細工
地持院川上流の水利慣行
宝暦九年吉井本郷・安養寺水論
地持院川灌漑地区落水の慣行
国府川通り普請
谷地の田地
長江川用水六丁江
長江川用水と藍原氏
六丁溜池
三ツ江検断紛争
長江川一の堰用水二つ分け検断
吉井本郷ほか八か村、上横山・下横山・立野と争論
溜池
第三節 農村構造の変化と百姓一揆
市十郎家の退転
消費生活の浸透
百姓株・間人株の売買
宝永・享保の訴願
宝暦の飢饉
明和一揆と吉井本郷
八幡若宮神社座席争論
他村小作地の引きあげ運動
寺畑の小作
天保一揆と吉井本郷
第四節 山と吉井本郷
百姓持ち山
盗伐と詫証文
仲間地山の分割
池ノ平御林
山守
新保山との争論
長江村との山論
吉井山観音由来記
第三章 明治時代の吉井本郷
第一節 吉井本郷の明治維新
明治を迎えて
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吉井本郷廃寺始末
地租改正
徴兵制度
戸長制度
吉井本郷村会の成立
第二節 新しい地方自治の下で
吉井本郷と日清・日露戦争
明治二十二年の町村合併と分村問題
吉井本郷奨善団隊の結成
第三節 産業・経済の発達
農村改良運動と先覚者たち
畜産・養蚕
明治の吉井本郷山
明治十一年吉井・新保山境界の確定 吉井本郷官林の払い下
げ 吉井村共有山 明治以後の仲間地山 吉井本郷アテビ山
吉井小学校と吉井本卿
商工業者の台頭
住居
職人
吉井本郷地内の幹線道路
葬礼道 猫橋
郵便と電信
明治三十年の水害
政党活動
第四章 大正時代の吉井本郷
第一節 農業の近代化と村営電気
吉井耕地整理
吉井開田への動き
吉井開田耕地整理組合の設立
工事の経過
吉井本郷官林払い下げ一件
電灯がつく
第二節 吉井小学校建築問題
吉井小学校の新築
有償・無償問題の経緯
事件解決の意義
吉井本郷青年会
第五章 昭和時代の吉井本郷
第一節 戦前
昭和恐慌下の吉井本郷
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道普請
近代農業の発達
日中戦争と吉井本郷
太平洋戦争と吉井本郷
女子挺身隊と学徒動員
銃後の妻
婦人の活躍
金属回収
食糧の部落共同管理
第二節 戦後
終戦
食糧事情の悪化と供出
農地改革前の状況
吉井村農地委員会の成立
農地改革の推進
交換分合
中尾地区未墾地買収
中尾林道の開削
町村合併と吉井本郷
戦後の農業
松ノ木地区の開田
その後の開田事業と吉井土地改良区
銭神・岩田地区の構造改善
吉井本郷の特用作物
茶 すかし百合 二十世紀梨 八珍柿
吉井隣保館
吉井本郷公民館の建設
農産物品評会（文化祭） 防犯燈設置運動 文化的行事
吉井本郷の変容と課題
第六章 村の信仰
第一節 神社
吉井四所宮
八幡若宮神社
八幡若宮神社の祭例 八幡若宮神社拝殿の建築
住吉神社
唐崎神社
両所大神宮
両所大神宮の例祭 神明市
第二節 寺院
寺院と民衆
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大聖院
大聖院山のこと
普門寺
地持院
吉祥寺（吉祥坊）
剛安寺
医福寺
医福寺子安弁財天 医福寺本堂の再建
第三節 修験・地尊・堂
修験
賢光院 地福院
地尊
早川権九郎家 仲川弥三右衛門家 竹本多郎右衛門家 迎町
弥十郎家 松本吉郎兵衛家 渡辺治左衛門家 川崎佐平家
藍原左京家 仲川八蔵家 川崎市左衝門家 太養寺七兵衛家
関根儀兵衛家 野畠新太郎家
堂
十王堂 阿弥陀堂
他国への寺社参詣
吉井本郷史 付録
1 吉井本郷人物志
2 吉井本郷中使・名主・戸長・区長一覧（付 村長・村議・町議等）
3 慶長五年吉井本郷村検地帳刈高集計表
4 吉井本郷村元禄検地帳集計表
5 吉井本郷五人組
6 吉井本郷戦争従軍者
7 吉井本郷戦前・戦後耕作面積の比較
8 吉井本郷願成寺墓地配置図
9 吉井本郷区住居分布図（平成元年九月現在）
編纂を終えて 佐渡高校教諭 児玉信雄
あとがき 吉井本郷史編纂委員 関根幸雄
